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注記

本資料に記載されている、アンリツの現在の計画、戦略、確信などのうち、歴史的事実でない
ものは将来の業績等に関する見通しであり、リスクや不確実な要因を含んでおります。将来
の業績等に関する見通しは、将来の営業活動や業績に関する説明における「計画」、「戦略」、
「確信」、「見通し」、「予測」、「予想」、「可能性」やその類義語を用いたものに限定されるもの
ではありません。実際の業績は、さまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なる結果と
なりうることをご承知おきください。

実際の業績に影響を与えうる重要な要因は、アンリツの事業領域を取り巻く日本、米州、欧
州、アジア等の経済情勢、アンリツの製品、サービスに対する需要動向や競争激化による価
格下落圧力、激しい競争にさらされた市場の中でアンリツが引き続き顧客に受け入れられる
製品、サービスを提供できる能力、為替レートなどです。

なお、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定されるものではありません。また、法令で
求められている場合を除き、アンリツは、あらたな情報、将来の事象により、将来の見通しを
修正して公表する義務を負うものではありません。



3

目 次

!当社の事業セグメントの呼称と事業内容について
!2007年3月期中間期の総括
!2007年3月期中間期業績概要
!下期の取り組み
!2007年3月期通期見通し



4

当社の事業セグメントの呼称と事業内容について

印刷はんだ検査機、光デバイスなど

食品・薬品・化粧品用重量選別機、

異物検出機など

映像配信機器、通信機器、IPスイッチと
その応用システムなど

携帯電話ネットワークなどのモニタリング
とサービス品質保証用ソフトウェアなど

光・デジタル・IP通信機器の開発・製造
用テスタ、およびネットワーク評価・保守
用テスタなど

無線設備、電子部品等の開発・製造用
汎用テスタなど

携帯電話端末開発・製造・保守用テスタ、
無線インフラ敷設・保守用テスタなど

事業内容

米国・日本

（英国）

日本その他

日本産業機械

日本情報通信

デンマーク

（イタリア）

サービスアシュアランス

日本

（米国・フランス）

光・デジタル・IP

汎用

日本・米国

（英国）

ワイヤレス

計測器

担当事業部の
主な所在国

サブセグメントセグメント
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中間期の総括（1）

１ ．中間期業績（連結）
売上高： ４６５億円（対前年同期比＋２０％）

営業利益： １９億円（対前年同期比＋８億円）
経常利益： ３億円（対前年同期比＋９億円）

２ ．売上動向
事業別：計測器が好調（期初計画比４％増）

!ワイヤレス：ハンドヘルド計測器
!IPネットワーク：光アクセス系計測器

地域別：海外が好調
!米国：ハンドヘルド計測器
!欧州、アジア：ワイヤレス計測器、光アクセス系計測器
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３．受注動向
計測器が引き続き好調

北米におけるワイヤレス計測器

産業機械も回復のきざし

４ ．事業構造改革

2006年度上期に以下の事業構造改革を完了
!4月：Anritsu EMEA Ltd.の設立

（欧州・中近東・アフリカ地域販売統括会社）

!6月：サービスアシュアランス事業部の設立

!7月：情報通信事業をアンリツネットワークス（株）として分社化

!9月：北米光計測器製造部門を閉鎖、東北アンリツ（株）への生産移管

中間期の総括（2）
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連結中間期業績概要

期初における中間期計画比、前年同期比共に売上高、利益伸張

-

+11

+11

+13

+14

+25

期初計画
比増減額

31

△4

1

3

19

465

当中間
期実績

△10△6税引前利益

-△65FCF

△15△13当期純利益

△10△6経常利益

511営業利益

440388売上高

期初(4/26)
中間期計画

前中間期
実績

単位：億円

(注）値はそれぞれの欄で四捨五入している
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連結売上高・営業利益（事業別）

0

31

3

63

△7

16

9

330

期初(4/26)
中間期計画

+551営業利益

-35営業利益

+2△5△9営業利益

+71614営業利益

売上高

売上高

売上高

売上高

+73830その他

△16263産業機械

+52123情報通信

+14344271計測器

期初計画比
増減額

当中間期
実績

前中間期
実績

単位：億円

(注）値はそれぞれの欄で四捨五入している

計測器は順調、産業機械は横ばい

デバイス事業
が貢献

構造改革の成果
で、減収だが 赤
字幅縮小
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連結損益 四半期別推移

連結売上高推移 連結営業利益推移

111

7
24
13

161

17
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10
22
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151

4
21
16
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17
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21

0
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その他
産業機械
情報通信
計測器

億円

154

234 225

300

193

272

-5

-5
-1

0

18

-3

6
1

12

-5

-2

1

27

-6
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4

0
-3
-2

2

16

-1

5

3

-30

-20

-10

0
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20
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40

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

その他

産業機械

情報通信

計測器

億円

△11

22

6

29

△3

22

FY2005 FY2005 FY2006FY2006
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72

137
99

178

72

137

82

170

78

30

124

54

40

39

48
32

32

32

30

34

25

46

40

46

47

21

25

23

33

27

48

46

44

35
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アジア他

EMEA

アメリカ

日本

地域別売上高推移 （連結）

FY2004 FY2005

億円

FY2006

注）2006年度から「ヨーロッパ」は「EMEA」（欧州、
中東、アフリカ）に変更された。過去のデータはすべ
て現在のEMEAの定義で修正済み。

193

300

225234
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273

186

227

155

272
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131
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産業機械

情報通信

計測器

セグメント別受注推移 （連結）

223

億円

194

FY2004

220

240

FY2005

199
213 214

282

FY2006

231

(注）値はそれぞれの欄で四捨五入している

270
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営業外・特別損益概要（連結）

（単位：百万円）

営業利益 1,053 1,874

金融収支 △ 442 △ 516
棚卸資産評価損等 △ 995 △ 568
為替差損益 328 △ 297
その他 △571 △ 187

△ 1,680 △ 1,567

経常利益 △ 627 307

固定資産売却損益等 104 △ 47
その他 △ 44 △ 192

60 △ 239

税引前利益 △ 567 68

　特別損益計

　営業外損益計

当中間期
実績

前中間期
実績

△：損失

(注）値はそれぞれの欄で四捨五入している
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0

100
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300

400

500

600

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

0

1

2

3

4

5

6
その他
産業機械
情報通信
計測器
Ｑ回転率

億円 （注）Ｑ回転率＝四半期売上高×４
　　　　／四半期単位平均棚卸資産 （回）

279
266 281

248

282
271

266
245

275 270

棚卸残高推移（連結）

FY2004 FY2005 FY2006
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連結キャッシュフロー概要

減価償却   21

棚卸資産　△22

設備投資 △11

仕入債務 11

売上債権   8
借入金  70

社債  △１4８

有価証券売却 28

税金  △5

その他   1

営業CF １３ 投資CF １８ 財務CF △１０５

内訳

当中間期
①営業CF：１３億円
②投資CF：１８億円
③財務CF：△１０５億円

フリーキャッシュフロー
（①＋②）： ３１億円

現金及び現金同等物の
期末残高

２３５億円

単位：億円 △：減少

(注）値はそれぞれの欄で四捨五入している

その他 △1

配当金支払 △4

税引き前利益 1

借入金返済 △23
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2006年下期の取り組みー計測器事業 (1)
1. ワイヤレス分野及び汎用分野

汎用ハンドヘルド計測器の機能拡張多様な無線インフラの拡大

高性能3.5Gハンドヘルド計測器拡販旺盛な北米3.5Gインフラ投資

開発用テスタに加え

新型3.5G製造用テスタを投入
旺盛な欧米3.5Gチップセット開発
国内携帯市場の需要は踊り場

アジアの携帯電話製造は堅調

下期施策現在の市場認識

NEW
MT8222A BTSマスタ

GSM/GPRS/W-CDMA/HSDPA
WiMAX対応機

NEW
MT8212B セルマスタ
CDMA2000 1xEVDO 

Rev.A対応機

NEW
HSDPA携帯電話量産対応

ラジオコミュニケーションアナライザ
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２．IP・光・デジタル分野

新型アクセスマスタ（光アクセス用
計測器）市場投入

米国・日本・中国の光ネットワーク建
設投資活発

新型40G-SDHアナライザ、シグナ
ルクオリティアナライザの市場投入

コアネットワークの超高速化

40Gbps伝送装置・デバイスの開発

下期施策現在の市場認識

NEW
MT9082A アクセスマスタ
多機能・高性能な
光・IP複合計測器

NEW
MP1595A

40G SDH/SONET
アナライザ

NEW
MP1800A

シグナルクオリティ
アナライザ

2006年下期の取り組みー計測器事業 (2)
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３．サービスアシュアランス分野

欧州重点顧客への集中販促とプロ
ジェクトマネジメント徹底による収
益改善

欧州主要携帯電話オペレータ間の競
争激化により、差別化のための通信
品質保証ソリューションの需要拡大

下期施策現在の市場認識

2006年下期の取り組みー計測器事業 (3)
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2006年下期の取り組み
情報通信事業・産業機械事業・その他の事業

X線異物検出機と重量選別機の海外
拡販

産業機械：

食品業界の設備投資が回復

光デバイスと印刷はんだ検査機での需
要取り込み

その他：

堅調な光デバイス需要とプリント板
実装検査需要

防災分野の官公庁需要にフォーカス、

企業ネットワーク用帯域制御装置で民
需を開拓

情報通信：

防災にシフトする官公庁設備投資

企業ネットワーク用帯域制御需要
の高まり

下期施策現在の市場認識
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06/3期

通期予想 通期予想
今回 4/26予想

913 465 990 980
45 19 70 65
16 3 40 35
20 1 40 35
6 △ 4 27 25

売上 651 344 730 730
営業利益 53 16 55 55
売上 72 21 65 65
営業利益 △ 20 △ 5 0 0
売上 122 62 125 125
営業利益 8 3 8 8
売上 67 38 70 60
営業利益 4 5 7 2

07/3期

売上高
営業利益

通期実績

中間期
実績

経常利益
税引前利益

その他

当期純利益

計測器

情報通信

産業機械

通期の見通し（連結）
単位：億円 △：損失
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配当計画

期初配当計画に変更ありません

!2006年度中間期：一株当たり3.5円

!2006年度通期：一株当たり7円（計画）


